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基準値を超えていないことが明らかとなった。 PET樹脂中の Sb濃度が0.1から 216.5mg/kgである場合、飲
料中の Sb汚染は 0.3から1.6ほILであることを明らかにした。全80試料に含まれている Sbの濃度は、日
本の飲料の基準値である 15ほILを超えてはおらず、飲料の 9割はSb濃度がlμgよL以下であった。なお日
本国内のPETボトルは以下の6つのグループに分類される。 (a)炭酸飲料専用の耐圧ボトル (b)冷飲料専





Sbの拡散係数は 2.2x 10-れから 4.9x 10-17cm2/sまで分布していた。また、温度依存性の拡散係数を
563 
Arrheniusの方程式から求めた。 129.3から 136.1kJ/molまでの範留の活性化エネルギーおよびl.2x 10:lか
ら3.0x 10 :lcm2/sまでの範留の頻度因子は、異なる温度条件のもとでPETボトルから飲料に移動する Sbを
予測するために用いられた。 Sbの溶出予測に用いたモデルは、最大72Bかつ700C以下の貯蔵条件がヨーロッ
パで規定される5μg/Lの基準を超えずに、全てのPETボ、トルに入った欽料に適合することを示した。さらに、









多数の PETボトルの Sbの拡散係数が求められた。なお、 Sbの溶出レベルは、同じ貯蔵温度においてもモ
デルイとされた異なる飲料溶液によって変化する。ヨーロッパで、規定される Sbの上限値5問ILに基づいて得
られた温度依存型の溶出予測モデルより、すべての PETボトル飲料の貯蔵摂界は、貯蔵温度が700Cの場合、
72 Bである事等が示された。
本研究は、アンチモンの飲料中への溶出問題に対して、既往の研究では十分明らかにされていない比較的
低温域における溶出の実態を明らかにした先駆的な理論研究であり、従来モデルに比べてさらに精度の高い
アンチモンの食品中への溶出予測を可能とし、食品の安全性向上への貢献が期待できる。今後は溶出に影響
を与えると考えられる様々な要因を含めたより完成度の高いSb溶出モデルの構築が期待される。
平成 25年 1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(生物工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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